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H21, 4, 6 実行委員長と副委員長とで西山教授から運動会に関する指導を受ける。
・ミニ運動会の意義、トラックの作り方など
H21, 4, 8 サッカー場の使用許可を得る。
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H21, 4, 16 ・全員の学生を対象に係り分担のアンケートを行い、掲示板に掲示する。
・こどもスポーツ教育学科会でミニ運動会の開催について報告する。
H21, 4, 21 ・学部長に報告　鶴川祭担当者　同席
・予算的な配慮依頼　











































H21, 5, 25 ・５限終了後　部屋でリハーサル
H21, 5, 27 ・看板完成



















































































































































































































































































創造する」（平成 17 年 10 月 26 日）では、教師に
対する揺るぎない信頼を確立するために、質の高
い教師を養成・確保することが不可欠だとして、
あるべき教師像を明示している。
①教職に対する強い情熱
教師の仕事に対する使命感や誇り、子どもに対
する愛情や責任感、常に学び続ける向上心など
②教育の専門家としての確かな力量
子ども理解力、児童・生徒指導力、集団指導の
力、学級づくりの力、学習指導・授業づくりの力、
教材解釈など
③総合的な人間力
豊かな人間性や社会性、常識と教養、礼儀作法
をはじめ対人関係能力、コミュニケーション能力
などの人格的資質、教職員全体と同僚として協力
することなど
図１　ミニ運動会で学んだこと
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また、東京都教育委員会では、平成20年10月
に「教員人材育成の基本方針について」を公表し
た。そこには、「教員が身に付けるべき力」として、
「学習指導力」「生活指導力・進路指導力」「外部
との連携・ 折衝力」「学校運営力・ 組織貢献力」
があげられている。とりわけ、「外部との連携・
折衝力」や「学校運営力・組織貢献力」について
は、若手の教員であろうとも学校の組織の一員で
あることを自覚し、学校を支える力を身に付ける
ことが期待されている。
これらの視点から、ミニ運動会の実施によって
学生にどのような力を育成することができたかを
考察する。
・「教職に対する強い情熱」について
　学生の事後のアンケートには、この企画を通し
て「自分は子どもとかかわることがやはり好きだ
ったということを再確認した」という記述も見ら
れた。子どもと直に接することにより、愛情や責
任感などを改めて自覚している。将来の自らの姿
を重ね合わせ、学生として学ぶ意味や価値を意識
することができた点は、この学科で学ぶ意味と合
致し、有意義な企画となった。
・「教育の専門家としての確かな力量」「学習指導
力、生活指導力・進路指導力」について
大勢の子どもに語りかけることは教職に就いて
いる者にとっても容易なことではない。司会進行
や競技の説明、諸注意など、学生が懸命に話して
も子どもはなかなか聞く耳を持たない場面も見ら
れた。「小学生の子どもに分かる話し方、引きつ
ける話し方などを身に付けることの必要性を感じ
取った」とアンケートにも記述されていたが、こ
うした経験は今後の教職課程を学んだり、教育実
習を行ったりする際に、生かすことができるもの
と考える。
・「総合的な人間力」「外部との連携・折衝力」「学
校運営力・組織貢献力」について
教科等の指導方法を学ぶ授業とは異なり、実際
に学生が自ら企画し運営する場となった。その一
つは、行事の運営に必要な事項は何か、それにつ
いてどのような手だてで具体化を図ればよいか、
などを検討した。前例がないだけにすべて手探り
の状態であったが、学生は一つ一つ問題を解決す
ることができた。学校で実施される多くの行事は、
前年度の仕事内容や分担を引き継ぎながら改善を
重ねているが、今回の企画のように最初から全て
を自分たちの手で創り上げる経験はなかなか得ら
れることではない。問題の所在を明らかにし、改
善の視点をもつことができるようになったと考え
る。
二つには、必要な物品を洗い出し、カタログを
参考に発注、購入するという経験や予算を獲得し、
それに基づいて企画する経験をしたことである。
何かを企画し、実施するには予算が必要であり、
それを有効に生かして成果を出すことは、学校の
みならず一般社会においても生かすことのできる
力を身に付けたと考える。
三つには、組織の一員として協働することを学
んだことである。アンケートには、一部の学生が
主導して進めたことに対する意見もあったが、ほ
とんどの学生は「次に実施するときには一緒に進
めたい、部活もあるができる範囲のことは協力し
たい」などの記述が見られた。授業の合間を縫っ
て打合会を開いたり、役割分担表を作成したりす
るなど時間の制約のある中で、最大限の努力をし
ている姿を多く見ることができた。また、中心と
なった実行委員のメンバーや協力を惜しまなかっ
た各係りのメンバーの力は称賛に値する。協働す
ることの難しさとやり遂げた成就感は、例えば、
看板が完成したときにメンバー同士でお祝い会を
ささやかに行っていたことにも現れている。
　四つには、外部との折衝について実地に学ぶ機
会があったことである。初めての実施のため、近
隣の小学校を中心に協力依頼を行った。その際、
事前にアポイントを取る、当日は訪問にふさわし
い服装（スーツなど）に気を配る、必要な文書を
整えて説明するなど社会人として、教員として求
められる常識的な判断をしていた。また、学校に
よって管理職等の対応が多様であることや相手方
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にも様々な事情がありこちらの思うようにはいか
ないことなどもよい学びとなった。また、新型イ
ンフルエンザの流行の兆しが見えたことによる対
応も保健管理室の指導を受けながら臨機応変に対
応することもできた。このように次々と出てくる
問題に対してどのように善処するか、実行委員の
メンバーはその都度話し合い、解決していくこと
ができた。こうした経験も外部と連携し、問題を
解決していく方策を学ぶ機会となった。
７　今後の課題
・今回だけの企画としないよう、次年度に引き継
いでいく。できれば毎年２年が実行委員となり、
こどもスポーツ教育学科の伝統的な行事として
いく
・引継の方法についても考慮する。
・今回の反省を生かし、改善を重ねながらよりよ
いミニ運動会を実施できるようにする。
